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 【事業年度】　　平成２７年度

 【事 業 費】 ２２８，０００，０００円

 【事業内容】

　　　　　

この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費 　　２２８，０００，０００円

　閖上水産加工団地及びゆりあげ港朝市にアクセスする既存市道６路線の再舗装と側
溝の修繕を行う。
　
　①工事費　　　　　２０７，０００，０００円
　②設計費　　　　　　２１，０００，０００円
　　　　　　　　計　２２８，０００，０００円

要綱上の
事業名称

　津波により甚大な被害を受けた閖上地区の海浜部に近いエリアについては、災害危
険区域に指定し防災集団移転促進事業により隣接の嵩上げエリアへの移転など再建誘
導に取り組んでおります。
　この防災集団移転促進事業区域内の道路については、マンホールの隆起や路盤面の
不陸、クラックの発生、道路側溝の損壊や道路排水勾配の乱れなど、被災当時のまま
であるため、道路の凸凹や雨天による冠水など通行に支障をきたしております。
　防災集団移転促進事業の移転跡地においては、平成２８年３月に水産加工業者６社
が進出予定であり、買い物客や事業関連車両の通行等により周辺道路の大幅な交通量
の増大が見込まれております。
　また、震災前から本市の観光を担ってきたゆりあげ港朝市は、移転促進区域内にお
ける重要な観光施設として、平成２４年８月に効果促進事業による敷地整備とカナダ
からの支援による建物整備によりいち早く営業を再開し、現在では、震災前の来客を
超える約８，７５０人／日を集客する月もあるなど、本市の復興に大きく貢献してお
ります。
　これら施設へのアクセス道路については、前記のとおり震災当時のままであり住民
をはじめ来訪者の安全な通行に支障をきたしているため関連道路の修繕を行うべく、
係る事業費を措置するもの。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 　閖上地区防災集団移転跡地の主要道路の修繕事業


